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去
る
一
月
二
十
三
日
に
西
表
島
で
発
生
し
た
地
震
は
、
そ
の
後
も
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
現
在
ま
で
続
い 

 
 

て
い
る
。 

こ
の
地
震
に
関
連
し
て
、
西
表
群
発
地
震
の
危
険
性
、
八
重
山
群
島
民
及
び
琉
球
列
島
の
安
全
確
保
の
観
点
か 

 
 

ら
、
我
が
党
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
答
弁
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

当
面
す
る
西
表
群
発
地
震
の
安
全
確
保
対
策
に
つ
い
て 

 
1 

西
表
島
測
候
所
の
職
員
は
現
在
、
三
人
で
あ
る
が
、
地
震
発
生
以
降
そ
の
勤
務
は
、
特
に
午
後
五
時
以 

 
 

 

降
、
三
人
で
徹
夜
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
同
住
民
の
安
全
を
図
り
、
安
心
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
同
測 

 
 

 

候
所
の
職
員
を
常
時
四
人
と
す
る
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。 

西
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群
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地
震
並
び
に
沖
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周
辺
の
地
震
対
策
に
関
す
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質
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主
意
書 

ま
た
、
電
話
が
一
台
し
か
な
く
、
緊
急
の
際
に
は
複
数
で
多
角
的
連
絡
手
段
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら 

 
 

三 

 



 

6 

夜
間
の
災
害
を
想
定
し
、
携
帯
用
発
電
機
・
携
帯
用
外
灯
の
備
え
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ 

 
 

5 

連
続
地
震
に
対
す
る
観
測
は
陸
地
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
地
形
上
宮
古
島
そ
の
他
の
地
震
活
動
と 

 

連
動
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
海
底
観
測
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
な
っ 

 
 

て
い
る
の
か
。 

4 

難
聴
地
域
住
民
へ
の
緊
急
通
報
用
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
・
タ
ワ
ー
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。 

3 

西
表
島
の
岩
盤
は
砂
れ
き
質
で
も
ろ
い
の
で
、
連
続
地
震
で
崩
壊
し
た
道
路
や
擁
壁
の
修
理
は
急
務
で
あ 

 

る
。 

2 
西
表
島
群
発
地
震
の
現
状
か
ら
み
て
、
西
表
島
と
波
照
間
島
に
は
、
地
震
観
測
機
器
を
常
設
す
る
必
要
が 

 

あ
る
が
、
い
か
に
対
処
す
る
か
。 

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。 

ま
た
、
予
防
の
た
め
の
早
期
の
点
検
と
対
策
が
望
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。 

四 

 



 

二 

沖
縄
周
辺
の
地
震
対
策
に
つ
い
て 

3 

群
発
地
震
が
現
実
に
起
き
て
い
る
な
か
、
各
省
庁
と
直
結
し
た
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
「
地
震
予
知
観
測
セ
ン 

 

タ
ー
」
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。 

2 

沖
縄
周
辺
に
あ
る
「
地
震
観
測
装
置
」
は
超
過
疎
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
密
度
の
高
い
地
震
予
知
観
測 

 

網
の
早
急
な
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。 

1 

沖
縄
周
辺
は
、
二
百
二
十
年
前
に
世
界
最
大
と
さ
れ
る
「
明
和
の
大
地
震
」
の
大
惨
事
に
遭
遇
し
、
そ
の
後 

 

も
大
小
の
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
た
。
今
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー 

 
 

 

ド
七
・
〇
」
以
上
の
地
震
が
十
九
回
以
上
も
発
生
し
て
い
る
。
現
在
も
な
お
、
西
表
島
群
発
地
震
が
不
気
味 

 
 

 

に
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
震
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い 

 

な
い
が
、
早
急
に
、
こ
の
地
域
指
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。 

ら
に
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。 

五 

 



 

 

六 

ま
た
、
沖
縄
の
地
震
は
海
洋
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
「
海
洋
観
測
調
査
船
」
の
就
航
と
そ 

 
 

の
母
港
建
設
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
。 

4 

地
震
に
対
し
て
は
事
前
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
通
信
・
情
報
提
供
・
緊
急
避
難
船
・
消
防
施
設
・
避
難 

 
 

 

路
や
避
難
地
の
設
定
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
の
充
実
が
強
く
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
震
対
策
事
業
を
い
か 

 

に
推
進
す
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


